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　まずは２人きょうだいについて考えてみたいと思
います。私には大学１年の息子と高校２年の娘がい
ますが、赤ちゃん期、幼少期、小学生期、中学生期、
高校生期と、２人きょうだいの特徴を、子育てを通
して見てきました。同時に、道場で多くの２人きょ
うだいを見てきましたが、それら知

ち け ん

見を踏まえ、２
人きょうだいの特徴を以下にまとめてみました。こ
れらはあくまでも、私の主観に基づくもので、必ず
このように型にはまるというわけではありません。

〈初めての子育て〉
　まず、上の子（長子）について考えてみます。１
人目が生まれると、その子は両親の注目を一身に集
めることになります。それどころか、両親のそれぞ
れの両親、つまり、おじいちゃんとおばあちゃんも
含めますと、全部で６人の大人から注目を集めます。
真っ暗なステージ上で、スポットライトを浴びてい
る感じです。王様（女王様）的な扱いを受け、何で
も与えてもらえ、万能の神状態です。
　しかしながら、成長するにつれ、長子として期待
されることも増え、それがだんだんと重荷になって

きょうだい（兄・姉・弟・妹）には、２人きょうだい、３人きょうだい、１人っ
子の３つの代表的な組み合わせがあります（双子はここでは省略します）。
子育てで最も多い悩み事は、「きょうだいに関する問題」という報告もあ
るくらいに、子育てにおける最重要項目のひとつとなっています。長子（上
の子）はこんな子になりやすい、末子（下の子）の性格は、などといった
「血液型性格判断のようなステレオタイプな特徴」は存在しないとする研
究者もいますが、明らかに有意差があると主張する教育者、心理学者も
います。私なりの結論を申しますと、それら特徴は全員には当てはまら
ないのは当然ですが（必ず例外は存在しますので）、数千人の道場生を見
てきて、きょうだい別の特徴みたいなものが確かに存在する、と確信し
ています。特徴があるということは、長子向けの対処法、末子向けの指
導法などを講じることができるはずだと考えます。
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いきます。例えば、男の子であれば、父方の祖父母
が跡取りとして期待することもあるでしょう。本人
だけでなく、お母さんもプレッシャーで圧し潰され
そうになります。
　初めての子で、お母さんは不安でいっぱいです。
育児書を買い込み、先輩ママに頻

ひ ん ぱ ん

繁に相談します。
食事は親子で別々に作り、アレルギーや食中毒に配
慮した離乳食を毎回準備します。お風呂に入るとき
は、育児書に書いてあるように必ず温度を測り、専
用バスチェア、バスタブ、お風呂グッズを揃えます。
哺乳瓶には、専用消毒液・乾燥容器を購入し、漂白
剤殺菌・高温乾燥を施し、毎回しっかり除菌します。
洗濯物に関しては、赤ちゃん用の洗剤を購入し、家
族とは別々に洗濯します。
　旦那さんは「そこまでやる必要あるの？」と不満
を漏らしますが、そこは絶対に譲れません。「抵抗
力の弱い赤ちゃんなのに、病気でもしたらどうする
の？！ 文句言っている暇があったら、お風呂入れ
るの手伝ってよ！」と、旦那の無神経さにイライラ
します。

〈上の子の特徴〉
　お母さんは、子育てを絶対に失敗したくありませ
ん。でも子育ては未知の世界ですので不安でいっぱ
いです。ママ友の子どもさんのようにいい子に育っ
てほしい、育児書で読んだ理想の育児法を私も試し
てみたい、と意気込んでいますが、現実は理想通り
にそううまくはいきません。不甲斐ない我が子にい

写真４

写真５

ろいろ口出しし、つい怒鳴ってしまい、ときには手
が出ます。先回りして、困らないように、失敗しな
いようにと、いつもそのことで頭がいっぱいです。
このようなやり方を続けていくと、どんな子に育っ
ていくでしょうか？
　それは、常にお母さんの顔色を見て、叱られない
ように、先回りしてトラブル回避するような子、つ
まりお母さんにとって良い子でいようとします。
　学校から帰ってくると、まずお母さんを探します。
お母さんの顔色、機嫌の確認が最優先されます。自
分の好きなことではなく、お母さんの喜びそうなこ
とを選んでやります。
　「お手伝いすることない？」
　と自分から申し出ることで、お母さんの雷を事前
に回避します。
　「お姉ちゃん（お兄ちゃん）なんだから」
　と言われるので、お母さんに甘えたくても我慢し
ます。人の顔色を見る癖があるので、周りの人への
気配りがいやでも上手になります。他人の迷惑にな
らないかと、いつも周りを気にしています。お母さ
んに叱られるので、余計なことはやりません。
　言われたことしかやらないので消極的な性格と言
われます。言い換えると指示待ち人間です。親の期
待を裏切らないように頑張るので、真面目で責任感
があります。中学生になる頃には、親の意向に沿っ
た進路を選ぶようになるでしょう。
　このように、やりたいこと、欲しいものがあって
も口に出さずに我慢するのが、長子の特徴です。
　試合でも、「絶対オレが勝つんだ！」といった闘
争心、競争心も希薄な印象です。負けてもさほど悔
しがらず、初めから結果を知っていたかのように冷
静です。自分の身の丈を知っていて、余計な高望み
はしません。あまり期待すると負けたときのショッ
クが大きいですので、ある程度、自分で決めた枠内
におさまって満足します。人を押しのけて「自分が
自分が」といった感じがなく、控えめな性格といえ
ます。
　広島大の杉浦義典准教授によると、下の子が生ま
れるまでは、上の子の周りの環境は大人だけなので、
幼少のときから周囲の会話レベルが高くなり、それ
にともなって知能の発達も早くなるそうです。結果
的に上の子は学力が高くなる傾向があり、これは１
人っ子も同じです。
　１人目ということで、お母さんからの注目度も
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の前寝坊したくせに」と言い返します。長子は過去
に厳しく躾けられた恐怖体験から、口答えなど絶対
にできません。弟（妹）を見て、〈あいつ、お母さ
んに言い返したりしてスゴイなぁ。でも、うらやま
しい〉なんて思ったりします。
　下の子は、「お手伝いすることある？」など間違っ
ても自分から言って来ませんし、お手伝いを頼まれ
ても「うん」と返事するだけで、いつまでたっても
やりません。気づいたら、自分の部屋に逃げてしま
います。しばらくするとケロっとして部屋から出て
きて、「ねぇねぇ、お母さん～、お願いがあるんだ
けど」と甘えるのが上手です。このようにとても要
領が良いのが、下の子の特徴です。世渡り上手、コ
ミュニケーション能力が高い、自由人といった感じ
でしょうか。

〈まるちゃん・タケちゃん〉
　イメージしやすいように、具体例をあげてみます。

“ちびまる子ちゃん”のまるちゃんとお姉ちゃんが
典型的です。真面目でお母さんからの信頼が厚いお
姉ちゃん、イヤなことはイヤと言える自由人のまる
ちゃん、といった感じです。まさに上の子、下の子
の特徴を表していますね。
　ビートたけし氏には、明治大学名誉教授の兄、大

まさる

氏がいますが、大氏は子どもの頃からド真面目な優
等生でした。夜は早い時間から家の中を真っ暗にさ
れてしまうので、外に出て街灯の灯りで参考書を読
んで勉強しました。弟のたけし氏もイヤイヤ大学に
進学しますが、ほとんど行かずに毎日ジャズ喫茶通
い。お母さんにナイショで大学を辞めて、そのまま
お笑い芸人になってしまいます。この二人も、典型
的な上の子と下の子の特徴を表していますね。

〈下の子は大成する？〉
　下の子は、上の子の背中を見て育つので、空手の
上達も上の子より明らかに速くなります。要領よく
技術を身に付けていける、ともいえます。
　もし上の子がすでに空手をやっていれば、下の子
は始めたときから理想的な見本が周りにいる環境
で、常に完成形をイメージしながら練習することが
できます。
　体格も自分より勝る年長者、つまりお兄ちゃん、
お姉ちゃんがいますので、揉

も

まれて練習することで、
体力向上、技術力向上が望めます。

高く、“勉強を頑張らざるをえない”というプレッ
シャーも、長子の学力が高い原因として考えられる
でしょう。

〈２人目が生まれた！〉
　次に下の子です。２人目ということで、お母さん
の肩の力が抜けています。つまり、手抜きの子育て
となります。姑からの期待も薄く、育児のプレッ
シャーもないので、ついつい甘やかしてしまいます。
　〈まぁいっか、死ぬわけじゃないし〉
　と放任子育てとなります。上の子の時はあれほど
神経質に殺菌した哺乳瓶も、今では適当にすすいで
自然乾燥です。
　〈かえって免疫がついていいかなぁ～♪〉と都合
よく解釈します。下の子だけ別に離乳食を作るのは
面倒なので、家族と同じ食事をペースト状にして手
抜きをします。おむつ交換、食事、お風呂なども上
の子に手伝ってもらって、〈なんか、下の子はラク
だなぁ～♪〉なんて思います。

〈下の子の特徴〉
　結果として、下の子はどんな子に育つでしょう
か？
　お母さんが肩の力が抜けてリラックスしているの
で、下の子はプレッシャーを感じず、結果として甘
えん坊で自由にふるまいます。自分の好きなことし
かやらない、イヤなことは「やりたくない！」とはっ
きり言います。お母さんに叱られても平気で言い返
します。打たれ強いともいえます。例えば、「早く
起きなさい！」と叱られても、「お母さんだってこ
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　上の子とのケンカを考えていただければ、分かり
やすいですね。
　私には４歳上の兄がいますが、小学生時代、ほぼ
毎日ケンカをしていました。２人とも黒帯ですので、
私は組手技術も使って、何とかして勝とうとします。
兄も手加減なしで本気です。私が勝つのは、50 回
に１回くらいでしたが、このケンカを通して兄から
技術を盗んだり、俊敏性を身に付けたように思いま
す。きっと、兄は、年少者の未熟な私とケンカしても、
それほどケンカ技術は向上しなかったと思います。
　このように考えると、末子は、空手技術、体力、
ケンカ技術（笑）の向上が望める理想的な環境にい
ることが分かります。また、上の子の“手加減なし”、
というのも重要です。
　これが１人っ子でしたらケンカ相手もいません
し、周りにいるのはお母さんかお父さんです。家族
でかけっこや、ゲームをやるとき、いつも大人が勝っ
てしまうので、お父さん、お母さんは手加減してわ
ざと負けてあげます。これでは、踏まれても踏まれ
ても立ち上がる雑草魂、ハングリー精神は育ちませ
んね。
　末子は打たれ強い、メンタルの強い子になる傾向
にあります。上の子に追いつこうとする競争心が強
く、わがままで甘えん坊なので負けることが許され
ず、負けず嫌いとなります。

〈お母さんは最初からベテラン〉
　お母さんも、上の子のときのノウハウがあるので、
下の子のときは試行錯誤することなく、最短時間で
最小努力で、金メダルをとらせることができます。
できるだけ早い時期、つまり道場が受け入れてくれ
る最年少の年齢（４歳など）になったと同時に、道
場に入門させます。
　「お兄ちゃんは小学３年で入門させたので、下の
子はできるだけ早く始めたいです」とおっしゃった
お母さんがいらっしゃいました。下の子のときは絶
対に失敗したくない、というわけです。とはいえ、
そのお母さん、下の子に期待しているというわけで
もありません。これが不思議なのですが、依然とし
て、お母さんの注目はお兄ちゃんに集まっていま
す。何とかお兄ちゃんに勝たせてあげたい、といつ
も思っています。
　県大会で下の子が優勝、お兄ちゃんは２位で２人
とも全少出場を決めました。そのとき、そのお母さ
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んは、「下の子が優勝したのは特に何も感じません
けど、お兄ちゃんが優勝じゃなかったのがものすご
く悔しいです」とおっしゃっていました。下の子
は、上の子のときのようなお母さんの期待も少ない
ので、プレッシャーを感じず、のびのび楽しんで練
習に取り組めます。
　下の子が生まれる前は、お母さんの注目や期待は、
100％お兄ちゃんに向けられていました。お兄ちゃ
んは息が詰まりそうだったと思います。
　下の子が生まれたので、お母さんの注目度は上の
子と下の子で 50％ずつに分散されると思いがちで
すが、不思議と、上の子が依然として 80％の注目
を浴び、下の子は 20％以下といった感じです。
　下の子が生まれても、お母さんの注目はずっと上
の子に向けられているということです。
　これが、下の子がのびのび空手に取り組める“カ
ラクリ”となっております。
　下の子は自分のために練習に取り組みますが、上
の子はお母さんのために頑張っているので、メンタ
ル面で大きな違いが出てきます。
　養正館には日本一をとった子が複数おりますが、
例外なく、全員末っ子です。

〈２人きょうだいトラブルあるある〉
　このような特徴を持つ２人きょうだいですが、上
の子はかわいそうに思えてきます。そんな２人きょ
うだいには、どんなトラブルが起きやすいでしょう
か？
　これについては、次号、後編にて引き続き述べて
まいります。
　さらに、中間子（３人きょうだいの真ん中）、１人っ
子の特徴についても考察していきますので、お楽し
みに。


